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研究成果の概要（和文）： 

出身階層間での教育達成格差をはじめとする不平等の発生メカニズムを数理モデルによっ

て定式化して，調査データにより経験的検証を試みた．また階層帰属意識の生成プロセスを

一般化して，「階層帰属意識分布の正規分布漸近近似定理」がより一般的かつ自然な条件の下

で成立することを中心極限定理の応用により示した． 

 

研究成果の概要（英文）： 

Our study attempt to formalize a generating process of inequality, such as, differentials in 

educational attainment among class origin and test empirical validity of the model. We 

succeed to generalize a process of class identification and show that a distribution of class 

identification asymptotically obeys normal distribution under more general conditions that 

that of previous studies. 
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１．研究開始当初の背景 

階層研究への合理的選択理論の応用は，Breen 

and Goldthorpe(1997), Hout(2006), Mare(1980, 

1981), Raftery and Hout(1993)らが提唱した相
対リスク回避仮説（子供が親の階層より下の
階層へ世代間移動することを回避する傾向），
MMI 仮説（上層出身者の進学率が下層出身者
よりも先に飽和する傾向）により近年大きな
発展を遂げている．一方で，数理社会学的研
究一般においてはゲーム論を中心とした合

理的選択理論はもっとも数学的な定式化が
進んでいるモデルの一つである．しかし数学
的に定式化された合理的選択モデルの階層
研究への応用例は Breen and Goldthorpe(1997)

をのぞけば，まだ少ない．応募者はこれまで
に，特別研究員奨励研究「相対的剥奪と分配
の不平等」，若手研究（B）「社会構造の変動
と不平等の数理社会学」において，所得に代
表される社会的資源の不平等分配の生成メ
カニズムを数理的・計量的手法により研究し
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てきた．具体的には所得分布が対数正規分布
に従うメカニズムを数学的に定式化して不
平等度の変化を分析する研究（浜田 2007，
Hamada 2004），教育機会の不平等に関する
Boudon(1973)のシミュレーションをより一般
的な確率モデルで再定式化して SSM データ
で検証する研究（浜田 2008a），MMI 仮説を
ゲーム論モデルで表現して教育機会と世代
間移動のオッズ比の変化を解析的に分析す
る研究（浜田 2008b），そして経済的不平等
を測定する指数であるジニ係数を要因分解
して，部分集団分布（具体的には高齢者集団
など）のパラメータの変化が全体不平等度に
及ぼす影響を数学的に解析する研究（Hamada 

2005）等を進めてきた．本研究ではこれらの
成果をふまえて，教育機会および世代間階層
移動の不平等を説明する一般的な数理モデ
ルの定式化とデータによる検証を目指す． 

 

２．研究の目的 

第一に，出身階層別に進学時の主観的成功確
率を確率変数として定義して，変数変換によ
り進学率を分布関数から逆算して，オッズ比
を解析的に分析する．さらに予測される進学
率をもとに世代間移動のオッズ比を計算し
て解析的な分析を試みる．また進学のプロセ
スを高校→大学の二段階でモデル化した場
合の進学率を，バックワードインダクション
によって予測する方法を検討する．第二に，
教育機会の趨勢に関する計量研究でしばし
ば観察されている現象である「階層効果逓減
現象」（荒巻 2007, 2008）を説明する数理モデ
ルの定式化を目指す．「階層効果逓減現象」
とは,後の学校段階(中学よりも高校，高校よ
りも大学)における移行ほど，その正否に対す
る出身階層の効果が弱まる現象である．階層
効果逓減現象が起こるメカニズムは数学的
に十分解明されているとは言い難く，本研究
が進める数理的アプローチに適した問題で
ある．そこで教育達成過程の各移行期におけ
る進学オッズがどのような条件のもとで，減
少するのかを合理的選択モデルによって分
析する．第三に，階層研究における数理社会
学研究の代表的なモデルである階層帰属意
識に関する FK モデル（Fararo and Kosaka 

1992, 高坂・宮野 1990）を改良・発展する
ことを目指す．FK モデルは多様な属性を持
った人々の多くが自分の所属階層を一様に
「中」と回答するのはなぜか，という問題を
解明するための経験的なモデルである．この
モデルは階層を構成する各次元（学歴や収
入）は全て同じランクを持つという仮定を用
いているが，本研究ではランク数が異質な場
合をモデル化し，その場合でも中意識の肥大
化が説明可能であることを「非同一な離散一
様確率変数の和の確率関数」を用いて数学的
に示す．また他者との地位の比較プロセスに

おける「認識の合理性」を追加したモデルの
可能性を検討して，SSM データを用いて理論
的予測の妥当性を検証する． 

 

３．研究の方法 

相対リスク回避の仮定から出身階層別に進
学率を予測する数理モデルを開発し，モデル
から得られた理論的予想を全国調査データ
にもとづいて検証する．具体的には Breen and 

Goldthorpe(1997)で提示された(が，まだアイ
デア段階で具体的な数理解析の進んでいな
い)多段階進学モデルを確率変数の合成によ
って定式化して，各パラメータの変化と進学
オッズの変化を対応を分析する 

 
４．研究成果 
 

一年目の研究成果 

完備不完全情報ゲームを用いて出身階層
間の教育格差の説明を試みるモデル（MMI

の合理的選択モデル）を一般化して，二段階
の教育達成推移をバックワードインダクシ
ョンで分析するモデルを定式化した．また，
進学率の均衡値の決定メカニズムを明らか
にするために，エージェントベースドシミュ
レーションを使って，均衡が同時手番ゲーム
におけるナッシュ均衡として予測できるこ
とを示し，比較的弱い合理性の集積結果とし
て均衡値の予測の妥当性を理論的に検証し
た ． さ ら に 研 究 計 画 に 基 づ き ，
Breen-Goldthorpe モデルの一般化を試みた．
先行研究ではモデルから進学率を直接計算
することができなかったため，出身階層間の
進学率オッズを比較することができなかっ
たが，新たに出身階層別に進学時の主観的成
功確率を確率変数として定義して，変数変換
により進学率を分布関数から逆算して，オッ
ズ比を解析的に分析できるようにモデルを
一般化した．ゲーム論モデルは Lucas(2009)

による線型モデルのフォーマルアプローチ
とは異なり，ダイレクトに出身階層人口比の
変化が教育達成における出身階層間格差に
およぼす影響を特定できる点に，その特徴が
ある．この進学率をもとに世代間移動のオッ
ズ比を計算して解析的な分析を試みた．こう
した解析的なアプローチにより，選抜された
子供の成績分布の平均が上方にシフトする
ことで，階層効果逓減現象が起きるという理
論的な予想を得た． 

 

二年目の研究成果 

Breen et al (2009)がヨーロッパ各地で観察
してきた「大学進学率上昇に伴う，出身階層
間の教育達成格差の縮小」という現象が，出
身階層間の学力分布の違いによって生じる
ことを数学的に証明した．このモデルは，大
学入試が制度化されている社会では，大学入



 

 

学定員の増加によって，大学入学者の学力が
低下すると，学力分布の形状によって必然的
に，出身階層間の教育達成格差が縮小するこ
と を 示 して い る． また こ のこ と が，
Breen-Goldthorpe が提唱する「相対リスク回
避仮説」と同時に成立することを数値計算に
よって示し， 17th ISA world congress of 

sociology（2010 年 7 月 14 日）および第 50 回
数理社会学会大会（2010 年 9 月 10 日）にて
報告した． 

浜田・七條（2010）では，相対的剥奪が複
数の属性の異なる集団間で，客観的な報償密
度の変化に対応してどのように変化するの
かを数理モデルによって明らかにした．非自
明なインプリケーションとして，分布の形に
依存せずに，相対的剥奪割合が報償密度の増
加関数となる領域と減少関数になることを
一般的な条件の下で証明した．またアメリカ
兵データで示された「昇進したにもかかわら
ず，不満を持つ兵士の割合が，客観的昇進率
の高い集団に於いて，低い」という逆説的事
実が，モデルから説明可能であることを示し
た． 

N人集団における囚人のジレンマのランダ
ムマッチングによる繰り返しに於いて，タグ
に基づく協調がどのような条件の下で安定
となるかをシミュレーションによる数値計
算をもとに，レプリケータダイナミクスで一
般化する研究を進めている．この研究により，
階層的多様性と協力という一見すると相反
する集団の特性と行為が，理論的に説明する
ことを目指している． 

 
三年目の研究成果 
階層帰属意識の形成メカニズムに関する

研究論文 Hiroshi Hamada, 2012, "A Model of 

Class Identification: Generalization of the 

Fararo-Kosaka Model using Lyapounov's Central 

Limit Theorem," Kwansei Gakuin University 

School of Sociology journal. Vol.114:21-33.を刊
行した．この論文では，リアプノフの中心極
限定理を応用することで，従来はきわめて強
く，非現実的な仮定のもとでしか，成立しな
かった「階層帰属意識分布の正規分布漸近近
似定理」がより一般的かつ自然な条件の下で
成立することを示した． 
また学歴、職業、収入といった客観的な階

層属性と当人に与えられる間主観的な社会
的地位の評価がどのように関連しているの
かを明らかにし、社会階層の客観−主観関係
を明確化するために実験的な調査であるビ
ネット調査（架空の具体的状況に関する様々
な記述を作成し、それらに対する回答者の評
価や判断を測定する調査法）を実施した．こ
れによって，理論モデルの経験的妥当性を検
証するだけなく，他者評定に関しては，従来
の階層研究の知見と異なり，学歴や職業の効

果が階層帰属意識に関して，ほとんどないと
いう知見が得られた．現在この成果は共著論
文として投稿中である．さらに，階層帰属意
識研究における Fararo-Kosakaモデルと地位
継承モデルが重回帰モデル（その適用におい
て単純な数式による真の関係の近似という
以上の積極的な根拠を従来持っていなかっ
たモデル）の数学的基礎付けとなり得ること
を示し，階層帰属意識研究という文脈におけ
る，計量モデルと数理モデルの統合的な発展
の条件を検討した． 
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